
北海道洞爺湖町姉妹都市提携 60 周年記念事業 

「第 50 回記念 ANA 洞爺湖マラソン 2024」参加者募集 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

洞爺湖マラソンは、洞爺湖畔を一周する春一番のフルマラソンです。 陸連公認コースのフルの他、

10 キロ、5 キロのコースがあり、全国各地や海外から多くのランナーが新緑の湖畔を駆け抜けます。 

エイドステーションでは地元スイーツなどが提供されます。 

主会場ではグルメ屋台や餅まき抽選会など応援にくる方も楽しめるイベントです。 

 

【日程】2 泊 3 日 ※行程詳細は裏面参照 

令和 6 年 5 月 18 日（土）～20 日（月） 

18 日（土） 役場集合、洞爺湖町へ移動 

       ※役場駐車場はご利用できません。 

19 日（日） 洞爺湖マラソン参加、終了後は自由行動 

※マラソンは 5km コースの参加となります。 

詳細は、大会ホームページで確認してください。 

 

 

20 日（月） 洞爺湖町内観光、洞爺湖町から移動、役場解散 

 

 

【申込期限】令和 6 年 3 月 22 日（金）17 時（必着） 

【申込方法】観光課または町ホームページにある参加申込書に必要事項を記載 

のうえ、観光課へ持参、郵送または E メールにてご提出ください。 

 

 

 

 

洞爺湖マラソン 



日程 令和 6 年 3 月 1 日現在の予定です。都合により変更又は中止になる場合があります。 

5 月 18 日（土） 
【食事】朝×、昼○、夕○ 

5 月 19 日（日） 
【食事】朝○、昼×、夕○ 

5 月 20 日（月） 
【食事】朝○、昼○、夕× 

6:30 役場集合 

7:00 役場発 

［貸切バス］ 

10:00 羽田空港発 

［飛行機］ 

11:35 新千歳空港着 

［貸切バス］ 

12:30 昼食 

［貸切バス］ 

16:00 宿泊先着 

 

宿泊先もしくは前夜祭で夕食 

午前中 洞爺湖マラソン参加 

各自「わかさいも本舗前」集合 

【5km コース】10:00 スタート 

 

終了後 自由行動 

 

宿泊先にて夕食 

8:30 宿泊先発 

［貸切バス］ 

8:40 有珠山洞爺湖展望台等見学 

  （有珠山ロープウェイ） 

［貸切バス］ 

10:00 洞爺湖ビジターセンター・ 

火山科学館見学 

［貸切バス］ 

12:30 新千歳空港着 

（空港内で昼食） 

14:30 新千歳空港発 

［飛行機］ 

16:10 羽田空港着 

［貸切バス］ 

19:00 役場着、解散 

 

対象 

以下の両方の条件に当てはまる方 

① 町内に在住・在勤の方（ともに中学生以上） 

② 心身ともに健康で、5km コースを走りきれる体力のある方 

定員 10 名（超過した場合は、町内在住者優先で抽選） 

費用 

一人 30,000 円 

※参加者負担以外の費用は、洞爺湖町と町が負担します。 

※参加者確定後、期日までに指定する金融機関でお支払いください。 

 

≪注意≫ 

参加確定後、自己都合によりキャンセルする場合は、費用の全額を負担していただき

ます。 

参加決定 

(抽選結果) 

参加申込が定員を超えた場合は、抽選を行い、参加決定（抽選結果）につきましては、

郵送にてお知らせいたします。 

問合わせ 

申込先 

箱根町企画観光部観光課 平日 8 時 30 分～17 時 15 分 

〒250-0398 箱根町湯本 256 

電話 0460-85-7410 E-mail web_kankou@town.hakone.kanagawa.jp 

 







 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

サロンは地域の人たちの参加で作り上げる、みんなが気軽

に集まれる場所です。 

あなたも参加して一緒にサロンを楽しい会にしませんか？ 

参加者募集中です！誰でもお気軽にお越しください♪ 

 

日 時：令和 6年 3月 26日（火）14 時～16時 

場 所：仙石原いこいの家 

内 容：タオル体操、お楽しみ会 

参加費：お茶菓子代として一人１00円 

※ タオル・飲み物持参（コロナ対策のため） 

【お問い合わせ】 

伊東元子（８６－３７６６）または 

高橋重子（８４－６０６６） 

 

       

 

 



日 時：令和 6 年 3 月 27 日（水） 11：00～ 

場 所：元箱根集会所集合 

内 容：みんなでちらし寿司他 

お楽しみを食べましょう！！ 

参加費：お茶代として一人 100 円 

（内容により変更するときがあります） 

 

 

 
 

お問い合わせ：箱根町社会福祉協議会 担当：山口 

       電話番号 → ８５－９０００ 

 

芦ノ湖サロンは地域の人たちの参加で作り上げる、みんなが気軽に集まれる 

 

場所です。あなたも参加して一緒に芦ノ湖サロンを楽しい会にしませんか？ 

 

気軽に集まれる場所が近所にあるっていいですよね。 

 

 







箱根幼稚園                                          R６．２．１３ 

す す   ま    い    る 
     園小中箱根教育合言葉「箱根を愛し、かしこく、やさしく、たくましく」  

 

 2月 3日に行われた箱根神社の節分祭は土曜日ということで、たくさんの参拝の方で賑わっていました。幼稚園の

子ども達も例年のように参加させていただきました。絵本で見たり興福院の閻魔様を思い出したり、子ども達は「鬼」

への興味が膨らんでいます。青鬼・赤鬼の登場に目をつぶってしまう子、いつの間にか保育者の後ろで小さくなって

いる子、あまりの驚きで声も出さずにいる子と様々でしたが、金時の豆うちで逃げていった鬼の姿を見て一安心。小

澤宮司さんの「天下泰平・弥栄」の掛け声を一緒に行い、お参りをして帰ってきました。今年の山姥は用務員の村田

さん。いつもと違う様子に「村田さんどこ？」「村田さんって山姥だったの？」と不思議そうでした。 

 ニュースでは「鬼離れ」の話が聞かれ、最近では各家庭で豆まきをしなくなったということでした。鬼の話をして

むやみに子どもを怖がらせてはいけませんが、立春を前に邪気を払い 1 年の無病息災を願う古くからの風習を子ど

も達へとつないでいきたいと思います。「鬼ってボートが運転できるんだ！！」「鬼は鬼ヶ島へ帰ったの？」「なんで

私達のところに来なかったの？」「みんながいい子だったからだね。」そんな会話をしながら園に帰ってきました。今

年も地域の行事に参加させていただき、1年間、子ども達も元気に過ごせそうです。 

 

 

 

                 

 

 

   

  

 

 

  

保育の一コマ 

 箱根園のそり遊びに出掛けた時の話です。そり遊び場に、3歳くらいの子ども連れの家族がいました。その子のそりのひもが

柵に引っ掛かり戸惑っていると、園児がすぐに気が付き「僕がもってあげるよ」と声を掛けていました。初めて出会う子でした

が、困っている人にすかさず手を差しのべる姿をみて、とても嬉しかった一コマです。 

 最近聞いた話の中に乳児でさえも「自分以外の誰かをよく生かそうとする」気質をもっているということを聞きました。生後

6か月から10か月の乳児に 2つの動画を見せた事例から分かったことです。一つは、○のブロックが山を登ろうとしている時、

△のブロックが出てきて○のブロックを押し上げて登るのを助けてあげるという動画です。次の動画では○のブロックが山を登

ろうとしている時に上から降りてきた■のブロックが○のブロックを上から突き落とす動画です。これは■のブロックが○のブ

ロックを「邪魔している」のに対して先の△ブロックは「助けている」様子を見せているのです。この動画を観た後、△と■の

ブロックを並べて乳児に選ばせるといかにも「こっちのほうがいいよ」と教えるように明らかに○ブロックを助けた△ブロック

を選んだそうです。 

「親切」や「意地悪」を経験から学んでいるわけでもない乳児がブロックの動きからブロックの「意図」を正確に読み取り、そ

のうえで「相手にとって良きことをしている（△ブロックの方がいいよ。助けてくれるよ。と教える。）」気質を誰もが備えてい

るということがわかった実験です。しかし、残念なことに大人になるにつれて「よのなか」を知るようになり自分以外のものへ

の特別な気遣いを隠し、困っている人を「ひとごと」のように眺め、見て見ぬふりをすることに長けていってしまうようです。

この話を聞いた時に、人間の本来持っている力の大きさに驚き、子どもの本来持っている気質を消さないようにしていきたいと

思いました。 

  

  

宮城野保育園との今年度最後の交流 

 宮城野保育園園児さんとは、同じ箱根の森小学校に就学することから月に 2回程度の交流を重ねてきました。2月9

日には今年度最後の交流が宮城野保育園で行われました。年長児は「鰹節」の食育活動を行い、実際鰹節を削り、その

だしの旨味を体験し、年少・中児は各保育室や園庭で一緒に好きな遊びを楽しんできました。宮城野保育園の友達のや

っていることに興味を持って一緒にやってみたり、自分の好きなこと、知っていることを友達へ伝えてみたりしてい

ます。園内とは違う友達関係の中でも安心して過ごし、自分の思いを伝え、関わりを楽しむことが大きな目標になって

います。宮城野保育園の子ども達は箱根幼稚園の友達の名前も覚えてくれて、積極的に声を掛けてくれます。給食体験

も一緒に行い、お弁当とは違う経験も積んできました。食育活動では、町の栄養士の方の話を聞きこれまでにも「鮭や

米」について学んできました。年長児は宮城野保育園の園長先生に「もう小学校に行くから交流には来れないけれど、

今までありがとう。」と挨拶をしていました。「小学生になったらまた遊びに来てね。」とお誘いを受けて嬉しそうに返

事をしていました。少人数園ではありますが色々な機会を通し、人との関わりを広げてきた1年です。 

お別れ会へ向けて 

 幼稚園で 8 人が一緒に過ごす日を数えるともう 1 か月もあ

りません。先日お別れ会に向けての話し合いが行われました。 

「お別れはいやだ。」「一緒にいたい。」「たのしい会にしたい。」

「私、○○したいから練習しよう。」など思いが溢れてきまし

た。自分ががんばること。友達やお家の人へ思いを寄せること。

一緒に楽しむこと。それがキーワードになりそうです。 

お別れ遠足は、箱根めぐりを計画しています。大好

きなさくら組と一緒に出掛けられることが楽しみ

なゆり組。電車、ケーブルカー、ロープウェイ、海

賊船。たくさんの乗り物に乗れることが楽しみなば

ら組。ゆっくり見たいと思っていたビジターセンタ

ーやジオパークの訪問が楽しみなさくら組。箱根の

良さを体験してこようと思います。 

 




